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本誌は 1928年に
久保猪之吉によっ
て「耳鼻咽喉科」
として創刊され，
1988年に「耳鼻咽
喉科・頭頸部外
科」と改題いたし
ました。
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　このたび第 64回日本鼻科学会総会ならびに学術講演会を，2025年 9月 25日（木）
から 27日（土）の 3日間にわたり東京ドームホテルで開催いたしました。学会役員
はじめ，ご参加いただいた先生方，ご協賛いただいた企業など多くの方々に支えら
れ，盛会裏に終えることができました。天候にも恵まれ，現地登録 1032名，演題
数 318は私どもの予想を上回るものでした。
　今学会のテーマは「科学と技術を明日につなごう」。鼻科学がこの先，ますます充
実した分野として医療を支えていくため，最新の知識や技術また今後の展望を共有
し次世代へ継承していただきたい，そんな思いでプログラムを企画し，いくつか新
たな試みを取り入れました。例えば手術供覧およびビデオカダバーダイセクション
企画では，さまざまな advanced ESS手技の実際を事前に録画した動画を用いて術
者ご自身に会場でご解説いただきました。手術動画コンペでは，若手および中堅の
先生方が普段ご施行されている手術時・周術期の工夫などをビデオでご紹介いただ
きました。臨床研究の支援ワークショップおよび手術動画相談会では，それぞれの
エキスパートより直接に研究や ESS手技の相談・アドバイスを受ける場を併設し
てみました。ご参加された先生方にはご満足いただけたものと願っております。何
よりも，今学会が面白く学ぶことが多かったので，来年以降も参加したいと思って
いただけたなら望外の喜びです。皆様には感謝しかありません。本当にありがとう
ございました。
　さて，今月の特集は「実践！　外用薬をマスターする」です。耳鼻咽喉科・頭頸部
外科診療には欠かせない外用薬，さまざまな投与方法で活用していると思います。
外用薬の基本知識から病態に応じた薬剤の選択と投与について，10名のエキスパー
トに大変わかりやすくご解説いただきました。ご多忙のなか，ご寄稿くださいまし
た著者の先生方に心より御礼申し上げます。読者の先生方には診療の手助けとして
ご活用いただければ幸いです。また本号では，興味深い内容の原著論文 7本も掲載
され，盛りだくさんの内容です。
　最後にひとつだけ。最近，色々な方に感謝してばかりですが，ふと考えると，感
謝すべき人がいるということは，自分が支えられているということで，とても幸せ
です。 （鴻　信義）
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